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　2020 年は，まさに新型コロナウイルス感染症（COVID-19）につきる一年でした．本学会総務担当として，
まずは 2020 年における本学会の会務についてご報告したいと存じます．2 月に学会事務局を新橋から芝に移転
し，2 月 14 日に新事務局での初めての臨時理事会・委員長会を開催しました．その頃から COVID-19 の影響
は全国に及び，4 月 7 日の政府による緊急事態宣言となったことは会員の皆様も記憶に新しいことと思います．
本学会は，3 月 27 日の定時理事会を一部対面 web 併催で行い，同日の委員長会にて 129 回学術大会を誌上と
webで開催することを決定しました．この後，本学会のほぼすべての会議はweb開催となりました．6月21日に，
定時総会をはじめての試みであるハイブリッド参加型で横浜にて開催しました．福岡国際会議場で予定されてい
た第 129 回学術大会は，6 月 26〜28 日に誌上と web にて開催しましたが，はじめての web 開催であったに
も拘らず，例年以上の 2,397 名のご参加をいただきました．大会長の九州大学古谷野先生ならびに準備委員会
の皆様のご尽力に心より感謝申し上げますとともに，ご参加いただきました皆様に厚く御礼申し上げます．支部
学術大会は，誌上と web との併催，さらに一部通常開催を加えた形で開催され，各支部での専門医研修会，生
涯学習公開セミナーならびに専門医ケースプレゼンテーションも行われています．例年であれば学術大会時に施
行される認定医・専門医試験は，12 月 13 日に全国 22 の会場で行われ，例年以上の方が受験されました．修練
医・認定医・専門医制度委員ならびに各試験場で運営を担当された皆様に厚く御礼申し上げます．2021 年の第
130 回記念学術大会は，東京医科歯科大学の水口先生がご担当され，6 月 18〜20 日に Web，小規模集合型に
て開催される予定です．
　COVID-19 は，上記のように本学会の運営にも大きな影響を与えましたが，会員の皆様におかれましては，
臨床，研究，教育，さらには日常生活にも大きな影響を及ぼしていることを実感されていることと思います．4
月に厚労省から連絡1）があり，会員の皆様も，検温の実施やパーテーションの設置などこれまで以上の感染対策
に努力されていることと存じます．欧米では，COVID-19 が猛威を振るっていた 2020 年の春頃には，歯科治療
における感染リスクが問題になっていたこともありますが，筆者の渉猟した限りですが，歯科医療を通しての
SARS-CoV2 の感染は生じておらず 2,3），むしろ受診控えによる症状の重症化などの問題が報告されています 4)．
口腔衛生状態を保持することは，口腔における感染防御機構を維持することにも繋がり，SARS-CoV2 による感
染リスクを低下させることに寄与しているものと考えられます．また，COVID-19 の影響によって外出が控え
られていることからも，高齢者におけるフレイルのリスクは高まるのではないかと考えられます．
　欧米では COVID-19 のワクチン接種が開始されていますが，COVID-19 の終息には時間を要し，いわゆるウィ
ズコロナの状態がしばらく続くものと思われます．ウィズコロナの時代において，私たち補綴歯科医は，口腔衛
生状態の保持・向上とともにフレイル予防のためにも口腔機能の保持・増進を図ることが求められています．本
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学会の草津研究5）の論文からは，機能歯数が生命予後に関係することが明らかにされており，大川理事長が提唱
される「食力の維持向上による健康寿命延伸への貢献」6）は，ウィズコロナの時代における補綴歯科の使命とい
えるのではないでしょうか．
　COVID-19 という今までに経験したことのない事態が，突然生じたために手探りで進めてきたこともありま
したが，漸く少しずつではあるものの対応がとれるようになってきました．2020 年は，「突然のこと」で「や
むを得ない」とされることも多かったと思います．今後は，適切で確実な対応が求められるようになり，その準
備をしなければ，「ウィズコロナ」，あるいは「ポストコロナ」の時代には生きていくことができないのかもしれ
ません．
　最後になりましたが，突然の COVID-19 拡大という状況下におきまして，会員の皆様に多大なご協力・ご支
援をいただきましたことを学会総務担当として深く感謝申し上げます．
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